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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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弟子屈町を盛り上げる 

校長 成 瀬 剛 慈 

 

多様な人材を登用して地方の活性化を図ることを目的とした

「地域おこし協力隊」については、皆様もよくご存知のことと

思います。協力隊員の方々は主として特産品の開発、地域振

興、移住の相談などを行って地域発展を支えており、釧路管内

では釧路町以外の７市町村が協力隊員を採用しています。 

 

令和２年度の管内の協力隊員数は、弟子屈町が最も多く８

人。次に多いのは厚岸町の６人、その他の市町村は３名以下で

すので、弟子屈町の数が一際目を引きます。更に、管内７市町

村で働いた協力隊員の勤務終了後の定住状況を見ると、弟子屈

町は１１人中９人が町内在住継続ということで、他市町村の中

で群を抜いています（他町村は０～６名）。 

全国の状況を見ても、採用された６５２５人の協力隊員のう

ち３３１０人（５０．７％）が勤務した市町村に定住したとい

うことですので、弟子屈町の定住率８１．８％はやはり際だっ

ています。 

弟子屈町には協力隊の皆さんの心をとらえる魅力と可能性が

あるということです。 

 

先日、協力隊で活躍されている川上椋輔さん、高橋志学さん

とお話をする機会がありました。お二人とも道外のご出身で、

「弟子屈愛」に満ちたバイタリティーに溢れた方々でした。協

力隊のお力も借りて小中高・地域連携を進めたいという話をす

ると、是非本校中学生との交流も多く持ちたいというお言葉を

いただきました。 

既に３年生の総合学習の取組を川上椋亮さん、高橋志学さん

に見ていただき、いろいろな観点からアドバイスをいただくこ

とになっています。 

弟子屈町に生まれ育っていると、町の宝といえるものが身近

すぎて、魅力がどこにあるのか分からなくなりますが、外から

の視点を生かし地元を見直してみると、新たな発見があると思

います。 

お二人のキラキラした爽やかな笑顔を見ていると、このよう

な若者を地元から生み出さなければと強く思います。 

 

 

弟子屈日和③ 

私の手元にとても貴重な本があります。Michael kenna という写真家の「HOKKAIDO」（出版協同社）という写真

集です。タイトルは「北海道」ですが、弟子屈、和琴、屈斜路湖等、道東の風景が多く掲載されています。私たちが日

常的に目にする景色ですが、イギリス出身の写真家の目線で切り取られた風景にはひと味違う独特の美しさがありま

す。写真集は天然木の表紙でできた限定 1000 部という貴重品です。いろいろなご縁があって私の手元にこの写真集が

やってきたのは２年ほど前。２年後に弟子屈に赴任することになろうとは！地元出身の職員に写真を見てもらうと、だ

いたいその場所が特定できるようなので、近いうちに訪れてみたいと思います。   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  6 月に実施を予定しておりました 2 年生の宿泊研修につきましては、秋以降に延期することとしました。詳細が決まり次第、改めて

お知らせいたしますので、ご理解いただけますようお願い申し上げます。 

 


